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研究成果の概要（和文）：40歳以上の地域住民を対象とする10万人規模の三府県コホートは大気汚染と肺がんの関係解
明を主目的に、1980年代にベースライン調査が行われ、その後10年と15年後に人口動態統計や地域がん登録による死亡
とがん罹患に関する転帰情報が追加された。特徴としては、都市部が対象地域に含まれることである。また生活習慣に
関する情報以外に、日本標準職業分類に準じた詳細な職歴情報と、社会経済的指標となる健康保険情報を収集している
といった特徴を有する。主要死因別死亡およびがん罹患に関する網羅的解析を試みるとともに、他のコホートとの併合
によるプール解析等や、既存コホートデータの二次利用推進に向けた取組みを行う。

研究成果の概要（英文）：Three-prefecture Cohort had about 100,000 residents aged >=40 years to clarify 
the association between air pollution and lung cancer, and was a prospective observation conducted from 
the 1980’s in Japan. The follow-up period was 10 years and 15 years from the baseline survey in Miyagi, 
Aichi and Osaka areas, including urban and rural areas. Vital status and date of death were collected 
from residence certificates,and cause of death was identified by vital statistics. Cancer incidence and 
the date of diagnosis were collected from local cancer registry. Baseline questionnaire items included 
occupation such as the longest period of employment, type of insurance,as well as lifestyle factors. We 
reutilyze the existing Three Prefecture Cohort data not only to reveal the associaion of multiphasic 
lifestyle factors with cancer incidence and mortality, this cohoft data in the aim of evaluating the 
relationship but also to conduct a pooled analysis in combination with other large-scale cohorts.

研究分野：疫学
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）地域住民をベースとした三府県コホー
トは大気汚染と肺がんの関係を解明するこ
とを目的に、1980 年代に開始された大規模
コホートである。三府県コホートの他に類を
みない最大の特徴は、都市部が対象地域に含
まれることである。さらに、高い回収率
（89.6%）を誇り、日本標準職業分類に準じ
た詳細な職歴や、社会経済的指標となる健康
保険の情報を含む、大変貴重な資料である。 
・対象地域：都市部を含む 3府県 8地域（環
境大気測定所に近く、地域がん登録を実施）
（宮城県[仙台、涌谷・田尻]、愛知県[名古屋、
犬山]、大阪府[東成、能勢、河南、熊取]：下
図参照）（図 1．参照） 
 対象者：各地域に居住する 40歳以上の男
女 116,729 人（住民基本台帳[一部、選挙
人名簿]に基づく） 

 調査方法：1983-85年に自記式質問票の配
布・回収（104,537人：回収率 89.6%） ※
実施にあたり各地域の保健所や自治体の
協力を得て、調査員が質問票を直接配布し
回収したことで、他のコホート研究ではな
し得ない高い回収率を実現した 

 質問紙：詳細な職歴（日本標準職業分類に
準じる）、健康保険（国民、政府管掌、組
合、共済）、生活習慣（食事、喫煙、飲酒
など）、既往歴、自覚症状、家族歴を含む 

 追跡方法：住民基本台帳または選挙人名簿
（転出年月日）、死亡小票（死亡年月日、
死因）、地域がん登録資料（診断年月日、
がんの部位）、10年後および 15年後まで
追跡 

 追跡期間：10年間の追跡で平均 8.4人年 
このように詳細で質の高いコホートにも拘
らず、三府県コホートは未だ充分な検討がさ
れていない。現在までに大気汚染と肺がん死
亡の関連（Katanoda et al., 2011）、喫煙と肺
がん死亡の関連（Marugame et a., 2005）し
か解析されておらず、他コホートと併合した
解析も極めて限られる。また、いずれの解析
も 10年後までの追跡結果が使用されており、
より長期の 15 年追跡結果については解析が
されていない。さらに、各地域の地域がん登
録資料によるがん罹患についての解析も公
表されておらず、多くの情報が未だ社会に還
元されないまま、追跡終了後 10 年以上が経
過した。今後は、パブリックドメイン化を視
野に入れて、先ずは基本的な解析を押さえ、
データの特徴を把握するべきであると考え
た。 
 
（２）準備状況：研究分担者とは同一施設研
究者である利点を活かして研究交流を行な
っており、円滑な調整が可能である。三府県
コホートのそれぞれの府県の代表者である
西野善一先生（宮城県立がんセンター研究所
がん疫学・予防研究部）、田中英夫先生（愛
知県がんセンター研究所疫学・予防部）、中

山富雄先生（大阪府立成人病センターがん予
防情報センター）、調整者の富永祐民先生（愛
知県がんセンター）、事務局の片野田耕太先
生（国立がん研究センターがん対策情報セン
ターがん統計研究部）には研究協力者として
承認が得られていた。また、研究代表者と研
究分担者はこれまで疫学研究、がん研究、数
理モデルを用いた研究に携わり、本研究遂行
のために必要な基本的研究環境を整備して
きた。 
 

 
 
２．研究の目的 
 公衆衛生の向上には、死亡やがん罹患に影
響を与える要因の特定およびリスク推定が
重要であり、これには大規模コホート研究が
有用である。しかし、コホート研究を含め一
般に公表された疫学統計量は既に要約され
た一側面の分析結果に過ぎない。つまり未加
工の生データにはまだ多くの情報、統計的事
実が潜んでおり、それらが調査を計画した人
の意図から外れた目的に有用なこともある。
1980 年代に開始された三府県コホートは、
都市部を対象に含み、職歴が詳細で、全対象
者についてがん罹患情報を有する貴重な大
規模コホート調査であるにも拘らず、これま
で充分に検討がなされたとは言えない。本研
究では、将来的な疫学調査データのパブリッ
クドメイン化（公有化）を見据え、三府県コ
ホートを用いた探索的・網羅的解析を行うこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
三府県コホートを用いた網羅的解析を行な
う。ここでは下記 4つを具体例として挙げる。 
 
（1）都市部と農村部の生活習慣、がん罹患
および死因別死亡を比較する 
 対象地域を都市部と農村部に分類し、生活
習慣と年齢調整死亡率およびがんの年齢調
整罹患率、死亡リスクおよびがん罹患リスク
を比較する。 
 
（2）職歴および（3）生活習慣とがん罹患お
よび死因別死亡の関連を明らかにする 
 （2）は職歴、（3）は生活習慣によるがん
の部位別と死因の大分類別の死亡リスクを
算出する。年齢調整死亡率およびがんの年齢

図 1.コホート対象地域（Katanoda, et al., 2001） 



調整罹患率、死亡リスクおよびがん罹患リス
クを算出し、比較する。 
 
（4）がん家族歴とがん罹患およびがん死亡
の関連を明らかにする 
 がん家族歴の有無と父親・母親の別によっ
て、がん罹患リスクとがん死亡リスクを算出
する。 
 
【年度ごとの研究計画】 
 死因別死亡は疾病傷害及び死因の大分類
に基づき、必要に応じて併合または細分化す
る。がんについては部位別に解析する。がん
罹患と死亡は 10年追跡結果および 15年追跡
結果を用い、追跡期間による結果の差も検討
する。解析はすべて性別に行なう。 
 
◆平成 25 年度 
 三府県コホートの種々の要因について、ま
ずは死亡との関連を明らかにする。下記の 4
つを具体例として挙げる。並行して、地域が
ん登録の精度の把握を行なう。 
（１）都市部と農村部の生活習慣、がん罹患
および死因別死亡の違いを明らかにする 
都市部（仙台[宮城]、名古屋[愛知]、東成[大
阪]）と農村部（涌谷・田尻[宮城]、犬山[愛
知]、能勢、河南、熊取[大阪]）とで、食事
や喫煙、飲酒などの生活習慣と、死因別死亡
率を比較し、Cox の比例ハザードモデルを用
いた死亡リスクを算出する。 
（２）職歴とがん罹患および死因別死亡の関
連 
対象者の職歴を日本標準職業分類に準じて
分類する。職歴ごとにがんの部位別の年齢調
整死亡率、Cox の比例ハザードモデルを用い
たがん死亡リスクを算出する。また、死因別
に年齢調整死亡率、Cox の比例ハザードモデ
ルを用いた死亡リスクを算出する。 
（３）生活習慣とがん罹患および死因別死亡
の関連 
対象者の生活習慣によるがんの部位別およ
び死因別の死亡リスクを算出する。生活習慣
としては、食習慣、喫煙習慣、飲酒の影響を
考え、その他の要因を共変量として調整する。 
（４）がん家族歴とがん罹患およびがん死亡
の関連 
両親のがんの既往歴から、家族歴の有無およ
び父親・母親のどちらががんであるかについ
て、年齢調整死亡率、Cox の比例ハザードモ
デルを用いたがん死亡リスクを算出する。が
んの既往歴と死亡はまず同一部位について、
次に他部位の組み合わせを探索的に解析し、
遺伝的要因の影響を検討する。 
 
◆平成 26 年度以降 
 三府県コホートの種々の要因について、が
ん罹患との関連を明らかにする。下記に具体
例を挙げる。その際、地域がん登録の登録精
度の差を考慮する。さらに平成 25 年に検討
するがん死亡との関連の結果を統合し、それ

ぞれの要因についてがん罹患と死亡の一連
のリスクを解明する。 
（１）都市部と農村部の生活習慣、がん罹患
および死因別死亡の違いを明らかにする 
都市部と農村部とでがんの部位別の罹患率
を比較し、Cox の比例ハザードモデルを用い
た罹患リスクを算出する。 
（２）職歴とがん罹患および死因別死亡の関
連を明らかにする 
職歴ごとにがんの部位別の年齢調整罹患率、
Cox の比例ハザードモデルを用いたがん罹患
リスクを算出し、比較する。 
（３）生活習慣とがん罹患および死因別死亡
の関連を明らかにする 
対象者の生活習慣によるがんの部位別の罹
患リスクを算出する。生活習慣としては、食
習慣、喫煙習慣、飲酒の影響を考え、その他
の要因を共変量として調整する。 
（４）がん家族歴とがん罹患およびがん死亡
の関連を明らかにする 
 両親のがんの既往歴から、家族歴の有無お
よび父親・母親のどちらががんであるかにつ
いて、年齢調整罹患、Cox の比例ハザードモ
デルを用いたがん罹患リスクを算出する。が
んの既往歴と罹患はまず同一部位について、
次に他部位の組み合わせを探索的に解析し、
遺伝的要因の影響を検討する。 
（５）パブリックドメイン化を見据えたデー
タベースの構築 
 前年度に行った精度把握を基に、各変量
（アウトカム、説明変数など）について詳細
な検討を行い、利用者の視点に立ったデータ
ベース構築に向けた評価を行う。 
 
４．研究成果 
（１）職業と死因別死亡： 
 三府県の 10 年追跡後調査をエンドポイン
トとする主要死因別死亡のハザード比を求
め、職業と死亡の関連を調べた。 
 三府県コホートの特徴としてみられる都
市部と農村部を対照的に選んで、地域住民ベ
ースの悉皆データとしているコホートの強
みを生かし、中でも興味深い「最も長期間従
事した職業」変数を用いて、男女別に年齢階
級、生活習慣、喫煙・飲酒習慣などを共変量
とする多変量解析を行い、職業別の死亡リス
ク比の算出を試みた。主要な解析ソフトはラ
インストーン社の Stata を用い、Cox 比例ハ
ザードモデルにより、無職群をリファレンス
とするハザード比（以下、HR とする）で評価
した。研究成果の公表は、現在、論文執筆中
であるが、研究代表者の喜多村らにより、国
内学会にて口頭およびポスター発表を行っ
た（巻末および様式 f-24 参照のこと）。 
（２）職業以外の因子との関連： 
 これまであまり用いられることの無かっ
た罹患データのクリーニングを行い、さらに
ベースライン調査および 10 年、15 年死亡（死
因）データとの突合を行って罹患に関する個
人票データベースを構築した。 



 これに基づく、がん罹患および死亡をエン
ドポイントとする網羅的解析を試みてきた。
共変量には、生活習慣、喫煙・飲酒習慣に加
えて、地域別（都市／農村部）、食習慣、ま
た女性の場合では出産・生殖因子なども調整
した（投稿準備中）。 
（３）データの一意性に関する検討： 
 日本の地域住民を対象とする大規模コホ
ート調査のデータは、いわゆる国民の財産と
しても貴重な情報源であり、目的とする調査
以外の利用価値が大きいと考えられる。 
 本研究では、変数を幾つかの大カテゴリに
分類し、細分類カテゴリや変数のまるめ作業
によって、個人データの一意性（排他性）が
失われるかといった分析を試みた（参考文
献）。 
 その結果、三府県コホートデータのような
10 万人規模のデータの場合、分類数が概ね
20,000 を超えると一意性のある個体数は分
類数の 80%以上となり、一意性（排他性）が
残存するものとの前提で対応を考える必要
がある。 
（４）プロファイルレポートによる報告 
 三府県コホートは、40 歳以上の都市部およ
び農村部在住の地域住民、総計約 10 万人の
健常者を対象としており、ベースライン調査
時には職業分類などの詳細な生活習慣を自
記式アンケートにより調査している。対象者
のがん罹患ならびに死亡原因の情報を収集
した大規模コホートであり、当初は大気汚染
と疾病罹患・死亡の関連を明らかにする目的
で環境省が行ったものであるが、二次的な活
用を推進すべきと考えられる。今回、当該研
究により罹患データの突合が完了したため、
プロファイル論文として公表することにし
た。 
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